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1．はじめに 

我々が健康に生きるために食生活習慣は重要である．

食生活を充実させるためには，個人が自分の食生活を

管理する能力を身に付け，自分自身で料理することが

望ましい[1]．自分自身で食習慣を管理するために幅広

い年齢層の人が基本的な調理技術を身につけるべきで

あると考えている一方，調理技術や知識のレベルには

ばらつきや個人差が大きいことが指摘されている[2]． 

調理技術力が低い場合，包丁の基本的な使い方を習

得していない人が多く[3]，食材を適切に切断すること

が難しい．包丁技術を向上させる研究として，児童が

安全に食材の切り方体験ができるシステム[4]や，熟練

者の包丁操作の可視化によって，学習者に所作を伝達

するシステム[5]が提案されてきた．しかし，いずれも

調理中の使用が難しいことや，リアルタイムでのフィ

ードバックが得られないことから未だ多くの課題が残

されている．本研究では包丁の柄先に装着可能な加速

度センサを用い，料理熟練者の特徴量を抽出し包丁技

術を判定する．判定した値を元に，包丁技術のリアル

タイムでのフィードバックが可能となるシステムを提

案する． 

 

2．熟練者の包丁技術の特徴量抽出に関する実験 

 2.1 実験の概要 

 熟練者と初心者の包丁動作の違いを明らかにする

ために，切断動作の加速度データを収集する実験を実

施した．データ収集には，包丁及びタブレットからデ

ータを収集し，PCを用いて分析するシステムを用いた

（図 1）．被験者は男女 15 名（熟練者 2 名，初心者 13

名）で，本実験で使用する食材としてきゅうりを選択 

 

図 1.実験で使用したデータ収集システムの概要 

 

図 2.左右方向加速度の平均の多重比較検定 

し，小口切りを計測した． 

 

 2.2 実験結果 

被験者 1 および被験者 3 が熟練者，それ以外の被験

者が初心者であった．左右方向加速度の平均の多重比

較検定結果を図 2 に示す．初心者 13 人中 12 人に被験

者 1 と有意差(p<0.01)が見られ，また熟練者は初心者

と比較して右方向への動作が大きかった．これは食材

を切断する際に，食材を抑える添え手に包丁が接触し，

包丁が傾いているためだと考えられる．従って，左右

方向加速度を包丁技術向上の指標の 1 つとして用いる

ことができる． 

前後方向加速度の標準偏差の多重比較検定結果を図

3 に示す．初心者 13 人中 11 人に被験者 1 と有意差

(p<0.01)が見られ，また熟練者は初心者と比較して前

後方向への動作が大きかった．これは野菜を切断する
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図 3.前後方向加速度の標準偏差の多重比較検定 

 

図 4.上下方向加速度の標準偏差の多重比較検定 

 

図 5.前後方向におけるフィードバック画面 

際に包丁を前方にスライドしながら下ろしていく「押

し切り」を行っているためだと考えられる．従って，

前後方向加速度を包丁技術向上の指標の 1 つとして用

いることができる． 

上下方向加速度の標準偏差の多重比較検定結果を図

4 に示す.初心者 13 人中 11 人に被験者 1 と有意差

(p<0.01)が見られた．また熟練者は初心者と比較して

上下方向への動作が激しかった．これは切断動作が初

心者と比較して速いスピードで行われているためだと

考えられる．従って，上下方向加速度を包丁技術向上

の指標の 1 つとして用いることができる． 

 

3．包丁技術向上支援システム  

料理初心者が簡単に熟練者の包丁技術を学ぶことを

目的とした包丁技術向上支援システムを検討した．提

案システムは、加速度センサが装着された包丁、まな

板の代替であるタブレット、解析するためのパソコン

で構成される(図 1)．主な操作はタブレットで行い，包

丁の扱い方や基本的な切断動作を確認することが可能

である．また，加速度センサで包丁動作を計測し，そ

のデータを用いて，包丁技術を判定し，リアルタイム

でのフィードバックを行う．実験で明らかになった熟

練者の傾向 3 つを指標とし、フィードバックとして画

像を表示する。 

前後方向におけるフィードバック画面を図 5 に示す．

また，計測終了後は，ユーザの包丁動作の傾向をフィ

ードバックとしてタブレットの画面に表示する． 

4．まとめ 

本研究では，熟練者の包丁技術を簡単に学ぶことが

できる包丁技術向上支援システムを構築するために，

熟練者と初心者の包丁動作の違いについて各加速度デ

ータを用いて明らかにした．本実験より，熟練者は添

え手をし，包丁を前後に大きく，上下に素早く動かし

ながら切断動作を行っていることがわかった. 包丁動

作を支援するためには，左右・前後・上下の加速度デ

ータが有効な指標となり得ることが明らかになった． 

今後は，各加速度データの解析結果をタブレットに

送信し，リアルタイムでフィードバックを行う方法を

検討し，提案システムの有用性を確認していきたい． 
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